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独立成分分析による地震波の解析

Analysis of Seismic Waves by Independent Component Analysis
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独立成分分析（Independent Component Analysis, ICA）とは、複数の信号を線形に重ね合わせて
できた混合信号から、統計的に独立な成分を推定し分析する手法である。これは、同じ統計的手
法である主成分分析（Principal Component Analysis, PCA）と比べ、混合信号を個々に分離する
場合に適用可能な手法である。
ICAの応用としては、複数の音源を分離するブラインド信号源分離が有名であるが、画像や脳波
の信号抽出などにも利用されている。地球物理分野では、地電流のノイズ分離（小金山他,200
2）に適用された研究例がある。しかし、地震波における信号分離やノイズ分離などへの適用例
はあまりみられない。
我々はこれまで、地震波にセンサーノイズや環境ノイズが混入した場合のノイズ分離の問題につ
いて、ICAの適用可能性を検討してきた。本研究発表では、観測波形データに複数の地震が混入
している場合をモデル化して、その分離可能性をシミュレーションする。次いで、実際に観測さ
れた大地震の余震観測データを用いて、複数の地震の分離を試みる。
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